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 かつてロシアでは、ロシア連邦統計局が外国投資に関するデータを発表していたが、統計局による

発表は2013年分のデータまでで打ち切られ、現在ロシアの外国投資（直接外国投資＝FDI）統計の

発表主体は中央銀行に一本化されている。以下では、ロシア中銀発表のロシアのFDI統計を抜粋し

てご紹介する。 

 統計局の時代と異なり、中銀が詳細なデータを発表しているのは直接投資だけであり、証券投資、

その他投資は対象になっていない。対内直接投資（外国からロシアへの投資）と対外直接投資（ロシ

アから外国への投資）の両方が発表されているが、本稿では差し当たり前者だけを取り上げる。図表

１には、各年に関しグロスの受入額（Ａ）、償還額（Ｂ）、ネットの受入額（Ａ－Ｂ）が示されている。 

 図表２～４では、ロシアのFDI受入状況を各年のネットの受入額と、2018年末時点での受入残高と

で見ている。図表２では連邦管区別、図表４では産業部門別の受入動向を示した。図表３では、投

資残高の多い順に国を並べたが、ケイマン諸島、ジャージーといったタックスヘイブンも資金の出入り

が激しいことから、参考までに示した。日本はロシアのFDI実施国として第22位となっている。 

2018年のロシアの外国直接投資動向 

はじめに 

ROTOBO 
Connecting Markets 




